
※年齢は年度末（3月31日）の時点の年齢です

妊娠、出産、育児
妊娠届・母子健康手帳の交付
問合先	 健康づくり課　☎5744-1661
　妊娠された場合は、妊娠の届出をお願いします。「母
子健康手帳」と、妊婦健康診査受診票等の入った「母と
子の保健バッグ」をお渡しします。
▽届出先　各地域健康課（➡27P）
　　　　　健康づくり課（本庁舎6階）
　　　　　各特別出張所（➡29・30P）
　　　　　�うぐいすネット・母子健康手帳受付窓口（本

庁舎1階）
　また、スマートフォンやタブレット端末、ウェブサ
イト上でご利用いただける母子保健・子育て支援アプ
リ「大田区おやこ手帳」を提供しております。

妊婦健康診査
問合先	 健康づくり課　☎5744-1661
　都内契約医療機関で受診をする際、受診票を利用す
ると、健診費用の一部又は全部が助成されます。受診票
は妊娠届時にお渡しします。

妊婦面接
問合先	 各地域健康課（➡27P）
　妊娠届を提出した妊婦の方が対象となります。
　妊娠中の様々な不安を軽減し、安心して出産を迎え
ていただくために、助産師・保健師が面接を実施し、
面接終了者には大田区子育て応援ギフト（1万円相当）を
差し上げます。また、妊娠のための支援給付（1回目）の
ご案内もいたします。

大田区子育て応援メール
問合先	 健康づくり課　☎5744-1661
　妊娠中の方から満18歳までのお子さんがいるご家族
の方が安心して出産又は子育てが出来るように、おな
かの赤ちゃんやお子さんの成長の様子、健康・食事な
どのアドバイス、子育てサービス等についてタイムリー
に情報をお届けします。

出産準備教室、育児学級
問合先	 各地域健康課（➡27P）
　妊娠、出産、育児について学びます。詳細は区ホーム
ページ、区報などでお知らせします。

すこやか赤ちゃん訪問
問合先	 各地域健康課（➡27P）
　生後120日までの乳児のいるすべての家庭を訪問し
ます。保健師又は助産師が、子育てに関する相談支援や
情報提供を行います。また、妊婦のための支援給付（2回
目）のご案内もいたします。

里帰り等妊産婦健康診査費用助成
問合先	 健康づくり課　☎5744-1661
　里帰り先など受診票の使えない医療機関（国内）で妊
産婦健康診査、新生児聴覚検査を受診した場合、申請
により健診費用の一部又は全部を助成します。

妊婦歯科健康診査
問合先	 健康づくり課　☎5744-1661
　区内契約医療機関で受診できます。受診票は妊娠届時
にお渡しします。

妊産婦のための医療費助成
問合先	 各地域健康課（➡27P）
　妊娠高血圧症候群等で入院治療の必要がある妊産婦
の方を対象に医療費の助成をします（一定の要件があり
ます。くわしくは、お問い合わせください）。

入院助産施設
問合先	 各生活福祉課（➡26P）
　入院して分娩する費用の支払いが困難な妊産婦は、
指定の助産施設を紹介します（所得制限があります）。対
象などはお問い合わせください。

出生届、出生通知書
●出生届
問合先	 戸籍住民課　☎5744-1183
	 各特別出張所（➡29・30P）
　赤ちゃんが生まれたら、医師の証明をもらい、生ま
れた日を含めて14日以内に戸籍住民窓口（本庁舎1階）
または特別出張所に出生の届出をしてください。（詳細
については50ページを参照してください。）

●出生通知書（すこやか赤ちゃん訪問依頼書）
問合先	 各地域健康課（➡27P）
　妊娠届時に申請フォームの二次元コードをお渡しし
ます。出産後に速やかに申請をしてください。
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新生児聴覚検査
問合先	 健康づくり課　☎5744-1661
　新生児聴覚検査は、生まれてすぐ赤ちゃんが眠って
いる間に、聴覚障害の疑いがないかを調べる検査です。
検査の費用の一部又は全部を助成します。受診票は、妊
娠届時にお渡しします。

産後ケア
問合先	 健康づくり課　☎5744-1661
　産後のお母さんの身体的な回復のための支援、授乳
の指導などを行う産後ケアを実施しています。詳細は区
ホームページへ。

１か月児健康診査受診費用の助成
問合先	 健康づくり課　☎5744-1661
　生後概ね1か月頃に受診する健康診査にかかった費用
の一部又は全額を助成します。郵送での申請です。令和8
年10月1日受診分から原則都内共通の受診票を使用し
ます。詳細は区ホームページへ。

多胎児家庭移動経費の助成
問合先	 健康づくり課　☎5744-1661
　３歳未満の多胎児を養育する家庭が、母子保健事業
等に参加するために利用したタクシー費用の一部を助
成します。詳細は区ホームページへ。

保健、健診
乳幼児の健康診査
問合先　各地域健康課（➡27P）

定期予防接種
問合先	 感染症対策課、各地域健康課（➡27P）

健康診査の種類 会場 対象、受診方法など
4か月児健診 各地域健康課 対象者に案内送付。内容などは区報、ホームページで案内
6～7か月児健診

都内契約医療機関 4か月児健診の案内に受診票を同封して送付
9～10か月児健診
1歳6か月児健診

各地域健康課

対象者に案内送付。内容などは区報、ホームページで案内�
歯科健診も同時に実施3歳児健診

乳幼児歯科相談 3歳未満のお子さん。予約制。障がいのあるお子さんは就学前
まで

幼児歯科健診、フッ化物塗布 指定歯科医療機関 2歳～3歳未満で1回、3歳～就学前に3回。1歳6か月児・3歳
児健診の案内に受診券を同封して送付

対　象 種　類 実施場所 予診票の配布

乳幼児

小児肺炎球菌

区内予防接種
実施医療機関

生後2か月に至る前までに、
感染症対策課から送付
※1　MR2期は年長相当時個別送付

Ｂ型肝炎
ロタウイルス
DPT-IPV-Hib（ジフテリア、百日せき、破傷風、不活
化ポリオ、Hib感染症の五種混合）
BCG
MR（麻しん、風しんの二種混合）※1
水痘
日本脳炎Ⅰ期

小学生
日本脳炎Ⅱ期 小学3年生時に個別送付
DT（ジフテリア、破傷風の二種混合） 小学5年生時に個別送付

中学生 ヒトパピローマウイルス（子宮頸がん予防ワクチン） 小学6年生時に個別送付

妊婦 RSウイルス
妊娠届を出した方に対象期間
（妊娠28週0日～36週6日）ま
でに個別送付

転入された場合の手続き及び日本脳炎の特例の対象者については、お問い合せください。
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子育て、こどもに関する支援
おおたこども家庭センター
①こどもと家庭に関する総合相談
　0～18歳未満のこどもとその家族の抱える問題に
ついて、あらゆる相談（電話・来所）に相談員が応じ
ます。
　育児全般、学校・友達・生活習慣のことなど、こ
どもからの相談も受け付けます（匿名で相談可）。
施設名	 大田区こども未来総合センター
所在地	 大森西2-3-22　☎5753-7830 
相談時間	 月～金曜午前８時30分～午後６時

②�児童虐待対策：おおた児童虐待対応ダイヤル
「＃9924（＃キューキューツーホー）」
　おおたこども家庭センターは、児童虐待の一義的
通告窓口です。

　おおたこども家庭センターでは、令和8年8月から、
東京都大田児童相談所と児童虐待通告・相談を受け
付ける連絡先を一本化した「おおた児童虐待対応ダイ
ヤル」を設置しました。
　これにより、速やかに児童相談所と情報が共有で
きるため、状況に応じ、迅速に児童相談所の専門的
な対応につなげる体制を構築しています。
　「虐待かもしれない」、心配なこどもに気づいたら
ご連絡ください。
☎#9924（#キューキューツーホー）
※�一部携帯電話等つながらない場合は、03(5753)9924へ

相談時間：月～金曜午前8時30分～午後5時45分

キッズな
①子育てひろば（各キッズな）
　0～3歳のお子さんと保護者の方が親子でゆったり
過ごしながら子育ての不安や悩みを気軽に相談でき
る場所です。
②ファミリー・サポートおおた（各キッズな）
　育児のお手伝いをしてほしい方（利用会員）と、育
児のお手伝いをしたい方（提供会員）が登録し、会員
同士の助け合いのもとで行われる子育て援助活動で
す。（有料）

③一時保育預かり事業（キッズな大森・六郷） 
　時間単位で生後５か月から就学前までのお子さん
をお預かりします。（有料）
④子育て応援コーナー（こども未来総合センター分館・
　各キッズな）
　子育てを応援するための情報展示コーナーです。
　こども未来総合センター分館では、子育てサロン
などの事業も実施しています。
（月曜～金曜午前10時～午後4時）

施設名所在地
事業の内容など

①子育てひろば ②ファミリー・サポートおお
た ③一時保育室

キッズな大森�
大森北4-6-7
スマイル大森4階

月～土曜
午前10時～午後5時
第１・３日曜日
午前10時～午後４時
☎6450-0011
※�土曜日は事業のためご利用できな
い時間もあります

月～土曜
午前9時～午後6時
☎5753-1152
（事務局）

一時預かり事業
　月～土曜
　午前9時～午後6時
☎5753-0805

キッズな洗足池�
上池台2-35-18

月～金曜
午前10時～午後5時
☎5754-7830

月～土曜
午前10時～午後6時 ―

キッズな蒲田
西蒲田7-49-2
社会福祉センター2階

月～金曜
午前10時～午後5時
☎5714-1152

月～土曜
午前10時～午後6時 ―

キッズな六郷
仲六郷2-44-11
六郷地域力推進
センター3階

月～土曜
午前10時～午後5時
第１・３日曜日
午前10時～午後４時
☎6715-7830
※�土曜日は事業のためご利用できな
い時間もあります

月～土曜
午前10時～午後6時

一時預かり事業
　月～土曜
　午前9時～午後6時
　☎3733-1152

※こども未来総合センター分館の住所は大森北4-16-5
※各施設ともに休日、年末年始はお休みです。
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こども家庭センター（大森、調布、蒲田、糀谷・羽田）
　妊産婦及びこどもとその家族に関するさまざまな相
談（電話・来所）に応じます。
　「妊娠中の体調や、産後の準備が心配」、「出産・育児
等について悩んでいる」などの相談について、保健や福

祉などの専門的な知識を有する職員がお受けします。
　また子育てに関する支援やサービスの情報を案内し
ます。

相談窓口 電話番号 受付時間
大森こども家庭センター ☎6423-0842

月～金曜�
午前８時30分～午後５時

調布こども家庭センター ☎6425-7566
蒲田こども家庭センター ☎6424-5522
糀谷・羽田こども家庭センター ☎6423-8866

認可保育園
問合先
　入園相談　保育サービス課
　　☎5744-1617
　入園申し込み、　保育サービス課
　　☎5744-1280
　区立保育園の運営　保育サービス課
　　☎5744-1279
　私立保育園の運営　保育サービス課
　　☎5744-1727
　区内には、区立、私立合わせて192の保育園があり
ます。一部の施設では、子育てひろばを運営していま
す。各保育園の連絡先などは145・146ページ、150～
152ページ及び154ページのダイヤルガイドをご覧く
ださい。

小規模保育所
問合先	 保育サービス課　☎5744-1727
　小規模保育所は、子ども・子育て支援法に基づき地
域型保育事業として区が認可した定員19名までの保育
所です。
　対象年齢は、1、2歳児で、入所要件及び保育利用料
は認可保育所と同じですが、区が申し込みを受け付け、
利用調整の上、各施設にあっせんします。
　保護者と施設（事業者）との直接契約となります。
　各保育所の連絡先などは、153ページのダイヤルガ
イドをご覧ください。

事業所内保育所
問合先	 保育サービス課　☎5744-1727
　事業所内保育所は、子ども・子育て支援法に基づき
地域型保育事業として区が認可した保育所です。事業所
の従業員の子どものほか、利用定員の一定の枠内で、
地域の子どもが利用できます。
　地域枠の対象年齢は、0、1、2歳児で、入所要件及
び保育利用料は認可保育所と同じですが、区が申し込
みを受け付け、利用調整の上、各施設にあっせんします。
　保護者と施設（事業者）との直接契約となります。
　各保育所の連絡先などは、153ページのダイヤルガ
イドをご覧ください。

家庭福祉員（保育ママ）
問合先	 保育サービス課　☎5744-1643
　就労または求職、出産、育児休業中などの方のお子
さん（生後43日から2歳未満まで）を保育ママが自宅や
グループ保育室で保育する制度です。有料です。

認証保育所
問合先	 保育サービス課　☎5744-1727
　認証保育所は、低年齢児保育や13時間開所など大都
市特有の保育ニーズに応えるため、東京都が独自の基
準を設けて認証した保育施設です。この制度の委託関係
は受託者（設置者）と委託者（保護者）との契約に基づく
ものです。また、保育料は各認証保育所により異なりま
す。入園の希望などについては152ページの各施設へ直
接お問い合わせください。

定期利用保育事業
問合先	 保育サービス課　☎5744-1727
　定期利用保育とは、保護者の多様化する就労形態や
ライフスタイルに対応するために、利用者が預けたい
曜日や時間を柔軟に決めることのできる保育サービス
です。
　利用は1日8時間まで、月160時間を目安とし、複数
月間の保育契約を要件とします。
　保育料、保育時間、受託年齢などについては153ペー
ジの各施設にお問い合わせください。

一時預かり事業
　

　理由を問わずお子さんを時間制で保育する制度です。
対象は、5か月～未就学児（一部の施設は1歳～未就学
児）です。保育料、保育時間、受託年齢などについては、
153・154ページの各施設にお問い合わせください。
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緊急一時保育
問合先	 保育サービス課　☎5744-1617
　保護者が出産、疾病などにより、日中お子さんの保
育ができなくなった際、緊急かつ一時的に区立保育園
でお子さんをお預かりする制度です。（有料）
　大田区に住民登録のある方が対象です。私立保育園で
の利用については、各施設にお問い合わせください。

病児・病後児保育
問合先	 保育サービス課　☎5744-1277
　保護者の勤務などの都合により、お子さんが病気で
保育園等に通えない場合、施設でお預かりします。有料
（生活保護世帯、住民税非課税世帯及び里親世帯は無料）
です。大田区内の保育所等に通所しているか、大田区外
の保育所等に通所しているが大田区に住民登録のある
方が対象です。なお、症状などにより、お預かりできな
い場合があります。

子育てひろば（保育園併設）
問合先	 保育サービス課　☎5744-1617
　0～3歳のお子さんと保護者の方が親子でゆったり過
ごしながら子育ての不安や悩みを気軽に相談できる場
所です。妊娠中の方も利用できます。私立保育園の対象
者や利用方法については各施設にお問い合わせくださ
い。各施設の連絡先などは、154ページのダイヤルガイ
ドをご覧ください。

休日保育
　保護者が就労により休日に家庭で保育できない場合、
児童をお預かりします。対象は区内の認可保育所、小規
模保育所、事業所内保育所（地域枠）に通園する満1歳以
上の離乳食が終了している児童です。3か月ごとの輪番
制で2園ずつ実施しています。
実施保育園 所在地 電話番号
山王 山王3-32-12 3776-4154
中央八丁目 中央8-28-12 3752-3651
雪谷 東雪谷3-6-1 3726-1583
浜竹 西糀谷3-34-18 3741-5300
萩中 萩中1-2-1 3734-1805
東蒲田 東蒲田2-32-15 3731-4115
西蒲田 西蒲田3-13-12 3751-3372
新蒲田 新蒲田1-18-16 3734-1020

学童保育
問合先	 教育総務課　☎5744-1273
　小学校児童で放課後帰宅しても保護者が就労などの
理由で家庭にいない場合、児童館（一部除く）、おおたっ
子ひろば、こどもの家、放課後ひろばなどにある学童
保育施設でお預かりします。有料です。対象など詳細は、
お問い合わせください。なお、住所などは144・145ペー
ジダイヤルガイドをご覧ください。

乳幼児ショートステイ事業
問合先	 子育ち支援課　☎5744-1778
　保護者が仕事や病気などの理由で育児がで
きないとき、またはレスパイト（休息、息抜き）
をしたい場合に、養育施設でお子さんをお預
かりする宿泊型のサービスです。
　対象は、生後5日から2歳未満の乳幼児のお子さんで
す。受入施設、日数、料金などの詳細はホームページを
ご覧ください。

ショートステイ、トワイライト
ステイ、休日デイサービス
問合先	 ひまわり苑　☎5737-1070
	 コスモス苑　☎3751-3378
　保護者の傷病、育児不安、出産、看護、介護、冠婚葬祭、
出張などで、一時的にお子さんの面倒が見られないとき、
児童福祉施設でお預かりするサービスです。対象は、区内
在住の2～15歳（中学生まで）のお子さんです。有料です。

▽受入施設　ひまわり苑・コスモス苑
サービスの内容 時間

ショートステイ
（宿泊型の一時保育）

24時間
（受入は午前8時～午後8時）

トワイライトステイ
（夜間一時保育） 午後5時～午後10時

休日デイサービス
（休日一時保育） 午前8時～午後5時

児童館
問合先	 子育ち支援課　☎5744-1653
　乳幼児親子や小中学生・高校生世代の遊びとふれあ
い、仲間づくりの場です。また、地域の身近な相談窓口
として、子育てに関する相談に応じています。休館日は
日曜、休日、12月29日～1月3日です。

産後家事・育児援助事業
問合先	 子育ち支援課　☎5744-1778

●にこにこサポート
　妊娠中から産後1年以内の妊産婦のご自宅
に、母子支援の専門家「産後ドゥーラ」の資格
を持つ支援員を派遣し、産前産後の不調や育
児に対する不安な気持ちに寄り添いながら、家事や育
児を支援するサービスです。詳細はホームページをご覧
ください。

●ぴよぴよサポート
　0～2歳の乳幼児を育児中のご家庭に、家
事・育児の負担軽減のため、ヘルパーを派遣
するサービスです。詳細はホームページをご
覧ください。
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ベビーシッター利用支援事業�
（一時預かり利用支援）
問合先	 �子育ち支援課　☎5744-1778
	 �大田区ベビーシッター利用支援事業（一時預か

り利用支援）コールセンター
	 ☎0120-462-887
　仕事やリフレッシュ目的など様々な用途で、
一時的に保育が必要となった際に利用するベ
ビーシッター利用料の一部を区が補助します。

大田区こども誰でも通園制度　
おててひろば
問合先	 子育ち支援課　☎5744-1653
　保育園等を利用していない6ヶ月～3歳未満のお子さん
が利用できます。保護者の就労要件を問わず時
間単位等で利用できる制度です。詳細はホーム
ページをご覧ください。

制度 内容

母子家庭及び父子家庭�
自立支援給付金

母子家庭の母又は父子家庭の父が、
①職業能力開発のために対象講座を受講した場合
②就職の際に有利になる資格取得のために修業する場合
③�高卒認定試験のための対象講座を受講した場合
に給付金を支給（事前にご相談ください）。

東京都母子及び父子福祉資金

都内に6カ月以上※お住まいの母子家庭の母又は父子家庭の父等で、20歳未満の
お子さんを扶養している方への貸付金です。修学、就学支度、就職、転宅等、目的
により12種類の資金に分かれており、必要な額を各資金の限度額内でお貸しして
います。
※�修学・就学支度資金は、申請時点で都内にお住まいの方も対象になります。また、転宅資金のご相談・
ご申請は新居住地の各窓口です。

大田区ひとり親家庭等ホーム
ヘルプサービス�
問合先）子育ち支援課
　☎5744-1274

中学3年生以下の児童と同居しているひとり親家庭等で、一時的な事情により日
常生活等援助が必要な場合にヘルパーを派遣します。所得により、費用の一部負担
があります。

母子生活支援施設 児童の養育が十分にできない場合に入所できる、自立促進のための生活支援施設
です。所得に応じた費用負担があります。

ひとり親家庭等医療費助成�
問合先）子育ち支援課
　☎5744-1274

申請により、認定された方には「親医療証」を交付します。都内の医療機関等の窓
口でマイナ保険証（資格確認書）等と医療証を提示することにより、高齢者の医療
の確保に関する法律に準じた一部負担金相当額を支払うだけで受診できます。

住宅確保支援事業�
問合先）住宅・空家相談窓口�
　☎5744-1343

区内に1年以上居住し、転居先となる区内の民間賃貸住宅を探している18歳未満
の子を扶養している世帯に対して、住まい探しの条件整理や助成事業等の案内を
します。
①協力不動産店リストの提供
②�賃貸借契約時に保証人を確保できない方に保証会社の紹介及び加入費の一部助
成
③�保証会社利用時の緊急連絡先代行サービスの紹介及び利用料の一部助成
（②～③は支給要件あり）

転居一時金助成�
問合先）住宅・空家相談窓口�
　☎5744-1343

現に児童扶養手当を受給している世帯で区内の民間賃貸住宅に3年以上居住し、
取壊し等のために転居を余儀なくされた18歳未満の子を扶養している世帯に対し
て、区内に転居する場合、転居に伴う賃貸借契約時に要した費用（礼金・権利金・
仲介手数料)の一部を助成します（事前申請、所得制限あり）。ただし、家主などが
転居のための費用を負担する場合を除きます。

里親（特別養子縁組里親、養育家庭）
問合先	 東京都大田児童相談所　☎5763-5364
　さまざまな事情で家族と離れて暮らすこどもを、自
分の家庭に迎え入れ、温かい愛情と正しい理解を持っ
て養育する制度です。養子縁組をする里親と、養子縁組

をせず、期間を定めて児童を養育する養育家庭があり
ます。

母子・父子家庭支援
問合先	 各生活福祉課（➡26P）
　各制度の対象など詳細はお問い合わせください。
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医療費助成、手当
未熟児のための養育医療
問合先	 各地域健康課（➡27P）
　身体の発達が未熟のまま生まれ、規定の症状を有し、入院養育を必要とする場合は、健康保険自己負担分を助成し
ます。ただし、保護者の所得に応じ、一部負担があります。

児童に関する手当
　手当を受給するためには、申請が必要です。支給開始月は、原則として申請した月の翌月分からです。要件や支給額
など、詳細はお問い合わせください。

こどもの疾病に対する医療費助成
問合先	 各地域健康課（➡27P）

助成の種類 対象（18歳未満の方）

小児慢性特定疾病 悪性新生物、慢性腎疾患、慢性心疾患、糖尿病等で国の定める特定の疾病にかかっている
方（更新は20歳未満まで対象となる場合あり）

自立支援医療
（育成医療）

肢体、視覚、聴覚・平衡機能、音声・言語・そしゃく機能、心臓、腎臓、小腸、肝臓、そ
の他の内臓、免疫機能に障がいがあり、指定自立支援医療機関において、手術などにより
治療後に機能回復が見込まれる方

小児精神病 精神疾患により、精神科病床に入院した方

児童医療費助成
問合先	 子育ち支援課　☎5744-1275
　保護者の申請により医療証を交付します。都内の医療機関等の窓口で健康保険情報がわかるものと医療証を提示する
と、保険診療の自己負担分を支払わずに受診できます。

種類 乳医療証 子医療証 青医療証

対象
0歳から小学校入学前（6歳
になった日以降、最初の3月
31日まで）の乳幼児

6歳になった日以降、最初
の4月1日から中学校修了前
（15歳になった日以降、最
初の3月31日まで）の児童

15歳になった日以降、最初
の4月1日から18歳になった
日以降、最初の3月31日ま
での児童

医療証の資格取得日 出生、転入から6か月以内に申請→出生日・転入日からの医療費を助成�
出生、転入から6か月を過ぎて申請→申請した月の初日からの医療費を助成

助成の範囲 健康保険が適用される医療費の自己負担分と入院時の食事療養費標準負担額

種類 対象 問合先

児童手当
高校生年代まで（18歳になった日以降、最初の3月31日まで）の児童�
※�異動日（出生日または受給資格者の前住所地の転出予定日）の翌日から15日以内の申請で
あれば、異動日の翌月分から支給。

子育ち支援課�
子育ち支援担当�
（こども医療）�
　☎5744-1275

児童育成
手当

育成手当 父または母がいない家庭（重度障がいの父または母を有する家庭を含
む）

子育ち支援課�
子育ち支援担当�
（児童育成）�
　☎5744-1274

障害手当 心身障がい児のいる家庭

児童扶養手当 父または母がいない家庭（重度障がいの父または母を有する家庭を含
む）

特別児童扶養手当 心身障がい児のいる家庭
障害児福祉手当 94ページをご覧ください。

問合先	 健康づくり課　☎5744-1661
助成の種類 対象（18歳未満の方）

療育給付 骨関節結核、その他の結核にかかっていて、指定療育機関が入院を必要と認めた方
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教育
幼稚園
� 区立幼稚園は、平成21年3月末をもって廃園しました。

●私立幼稚園
　ダイヤルガイド154ページをご覧ください。

●私立幼稚園通園者への補助制度
問合先	 教育総務課私学行政担当　☎5744-1619
　手続きなどは、園を通じてお知らせします。
▽補助制度の種類
・入園料補助金（園児一人一回限り）
・�子育てのための施設等利用給付（国の無償化給付）
・�保護者負担軽減補助金（住民税額により金額が異なる）
　なお、子育てのための施設等利用給付の第2号認定を
受け、私立幼稚園等の預かり保育を利用した場合は、
利用料に応じ補助金が支給されます。
※�子ども・子育て支援制度に移行した幼稚園（区内16園）は、保育料が0
円となります。

小中学校への入学
●就学時健康診断
問合先	 学務課保健給食担当　☎5744-1431
　小学校に入学する前年の10月中旬に「就学時健康診断
通知書」をお送りします。

●就学通知
問合先	 学務課学事係　☎5744-1429
　小中学校に入学する前年の12月上旬に「就学通知書」
をお送りします。

●外国籍の方
問合先	 学務課学事係　☎5744-1429
　小中学校の入学について、10月上旬に「就学案内」を
お送りします。
　義務教育相当年齢のお子さんが区立小中学校に入
学・転入学を希望する場合は、お子さんの在留カード
または特別永住者証明書とパスポートを持参して学務
課学事係で手続きをしてください。

就学援助
問合先	 学務課学事係　
	 　☎5744-1429
	 または各学校
　区内在住で、小中学校に通うお子さんの保護者に、
学校でかかる費用の一部を支給します（所得制限あり）。

心身に障がいのあるこどもの
就学、教育費補助
●就学
問合先	 教育センター教育相談室（就学相談）
	 　☎5748-1202
　知的障がい、発達障がい、言語障がい、肢体不自由、
視覚障がい、聴覚障がいのあるこどものために、障が
いの程度や発達の状況に応じた最適な教育環境につい
て、就学相談を実施しています。

●教育費補助制度（就学奨励費）
問合先	 学務課学事係　
 	 　☎5744-1429
	 または各学校
　区内在住で、小中学校の特別支援学級等に通うお子
さんの保護者に、学校でかかる費用の一部を支給しま
す。

館山さざなみ学校
問合先	 学務課学校運営担当　☎5744-1427
　肥満、ぜん息、偏食、病虚弱などのお子さんが区内
の学校と同じ学習をしながら、健康状態に応じた指導
により、体力の増進を図ります。千葉県館山市にあり、
対象は小学3～6年生で、全寮制です。

その他
●夜間学級（糀谷中学校夜間学級）
問合先	 糀谷中学校夜間学級
	 　☎3741-4340

●通信教育（中学校）
問合先	 千代田区立神田一橋中学校通信教育課程
	 　☎3265-5961

●中学校卒業程度認定試験
問合先	 文部科学省生涯学習推進課
	 　☎5253-4111（代）

●定時制高校
問合先	 東京都教育相談センター　
	 　☎3360-4175

●高等学校卒業程度認定試験
問合先	 文部科学省生涯学習推進課
	 　☎5253-4111（代）
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貸付、給付
大田区奨学金制度
問合先	 福祉管理課援護係　☎5744-1245

●大田区貸付型奨学金
　大学等に進学予定または在学中で、経済的な理由で
就学が困難な方に対して、選考のうえ就学資金をお貸
しします。

●福祉人材確保奨学金制度
　貸付終了後、区内福祉関連施設等で勤務するなど一
定の要件を満たした方を対象に区奨学金の返還額を全
額もしくは一部減免します（要事前申出）。

●大田区給付型奨学金
〇高校等進学準備給付型奨学金
　区内にお住まいで、住民税非課税の保護者などから
扶養されており、高校等へ進学を予定している生徒を
対象に、選考のうえ入学準備金として８万円を給付し
ます。

〇大学等進学準備給付型奨学金
　大学等に入学予定の方に対して、選考のうえ入学準
備金として15万円を給付します。
※�大田区貸付型奨学金と併せてお申込みいただきます。

●その他の類似制度
奨学金の種類 問合先

東京都育英資金 公益財団法人東京都私学財団育英資金担当 ☎5206-7929
日本学生支援機構奨学金 各学校の奨学金窓口担当に確認願います。
東京都母子及び父子福祉資金 住所地を管轄する各生活福祉課（➡26P）
教育支援資金 大田区社会福祉協議会生活相談担当 ☎3736-2026
国の教育ローン 日本政策金融公庫大森支店国民生活事業 ☎0570-026-894

●私立高等学校等就学支援制度
名称 問合先

私立高等学校等授業料軽減助成金事業 東京都私学就学支援金センター�
授業料軽減担当 ☎5206-7925

入学支度金貸付事業 入学先の学校に確認願います。

その他
●受験生チャレンジ支援貸付事業�
　（学習塾等の受講料や受験費用の貸付）
問合先	 �（社福）大田区社会福祉協議会生活相談担当	

　☎3736-2026　Ⓕ3736-2030
　東京都内の中学3年生・高校3年生又はこれに準ずる
方を対象に学習塾、各種受験対策講座、通信講座等の
受講料、及び高校や大学等の受験料の捻出が困難な一
定所得以下の世帯へ必要な資金の貸付を無利子で行っ
ている事業です。高校・大学等に入学した場合、返済が
免除されます。

●�大田区ものづくり等人材確保のための�
奨学金返還支援事業

問合先	 �産業経済課産業経済担当	
　☎5744-1376　Ⓕ6424-8233

　区内にお住まいで、区内中小製造業・運輸業・建設
業に就職した方に対して、奨学金返還額の半額（上限
10万円／年）を最長５年分（60か月分）50万円まで支援
します。
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若者
大田区若者サポートセンター　フラットおおた
問合先	 ☎6451-8433
　様々な困難を有する概ね15歳から39歳までのこど
も・若者及びその家族を対象とした総合的な相談窓口
です。不登校、ひきこもり、失業など、様々な悩みを相
談できます。また、悩みがなくても気軽に立ち寄り、自
由に過ごせる場所としても利用できます。
所在地	 本　　部：大森北3-24-27
	 蒲田分室：西蒲田7-12-7
開設曜日	 月～土（第3土曜、休日、年末年始を除く）
開設時間	 本　　部：午前9時～午後8時
	 蒲田分室：午前10時～午後6時
ホームページ	 https://www.flatota.space/
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